
 

 

 

 

 

 

 

 6月 4日から 6月 10日は歯の衛生週間です。歯の衛生週間には、むし歯

予防等さまざまな啓発活動が行われています。松が丘小学校では地域ボラ

ンティアの方が、1年生に毎年模型や絵を使いながら歯の大切さについて指

導されています。このボランティアさんは歯科衛生士さんで、ウェアーも

ビシッと決めての登場です。この取組は、10年以上続いており、堅苦しく

言うと専門家との連携した取組といったことになりますが、地域のおばち

ゃんが、子どもたちに“ちゃんとした歯の磨き方を教え

てくれる”と言ったほうがピッタリなような気がします。子どもたちは「〇〇

さんや！！」と先生に変身した、自分たちがよく知っている、地域のおばちゃ

んからしっかりと学びます。 

 歯の衛生週間でのこの取組以外にも地域の方が先生になっていただいている取組は他にもあり

ます。例えば、先日苗植えをおこなった、“サツマイモ栽培”も 10年以上続いています。こちら

は、子どもたちがよく知っている地域のスクールガードのおっちゃんが、先生に変身です。お手

製のサツマイモの成長の様子を描いた絵を示しながらの指導など、地域の方の子どもたちへの関

り方が年々進化しています。また、保護者の方や地域方によるブックママさんの読み聞かせやお

話会も行われています。そうした保護者や地域の方の読み聞かせをアレンジして、毎週金曜日に

各学級にいろいろな先生が読み聞かせをおこなう、「読み聞かせ先生」という取組がスタートし

ています。このようにして、保護者の方や地域の方、そしていろいろな先生と子どもたちはつな

がっていっています。いろいろな人とつながる中で。低学年の子どもたちは一杯愛をもらってい

きます。その子たちが中学年・高学年へと成長するにつれ、自分たちが“地域に”・“社会に”

何ができるかを考えていくようになっていきます。今年は“松が丘いどばた会議”で、そこにさ

らにどんなアレンジが加わってくるか楽しみです。 

 朝霧小では入学後スタートした 1年生の学校生活をサポートする 1

年生見守り活動がひと段落し、1年生の子どもたちによる「ありがとう

の会」が開催されました。この活動の原点は 、地域の方がサポートに

入り始めた 5年ぐらい前にさかのぼりますが、体制等を整理し、本格

的に活動をスタートされたのが昨年からです。今年は、4月 17日から

6月 14日までの約 2か月間、子どもたちが学校生活に少しでもなれる

よう見守り隊の皆さんが子どもたちのサポートをおこないました。その中で、子どもたちから、

パワーをもらったと言っていただきました。“子どもからパワーをもらっている”という言葉か
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 地域ボランティアさんが先生に！ 
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ら、この活動を楽しんで頂けていると感じます。“やらされ感”ではな

く、自分からという自分の意志が大切なんだと思います。それだけに、

こうした指とまれ方式が根付いていくことが大切なんだと思います。今

年から鳥羽小学校でも、スクールガードとして子どもの登校を見守りな

がら子どもたちと一緒に登校した地域の方が、そのまま 1年生の教室で

サポートに入られています。それも、スクールガードの見守りをしながら子どもたちと一緒に登

校してきた続きとしてスタートしたようです。鳥羽のボランティアの方も、「自分ができる時

に、できる範囲で、自分の用事があるときはそちらを優先します」と言っておられましたが、こ

うした自分の意志で無理なく動く、この指とまれ方式が広がり、根付いていったらいいなと思い

ます。この指とまれ方式で集まる大人から、子どもたちも元気をもらい、いろいろなことを学び

とっていくんだと思います。その学びは温泉に浸かっているように効能がジワーと浸みこんで、

いつの間にか体質や体調がよくなっているといったイメージなんだろうなと思います。それが 

“人は人を浴びて人になる”ということなんだろうなと思います。 

6月 17日（土）に子午線ホールにて“夢みる小学校”の上映会が開催されました。“こどもの

未来を開く会明石”のお母さんたちの手作り感たっぷりの温かい雰囲気の上

映会でした。また、参加者も午前と午後、大人が約 300人、子どもを合わせ

て 450名を超える人が集まったというのはすごいなと思います。上映中涙ぐ

まれる方も多くおられ、その涙の中にはいろいろな思いが詰まっているんだ

ろうなと思いながら、目が潤んでいる自分もいました。 

この上映会に参加させていただいて、改めて“学校って何なんだろう？”

“これからの時代に必要な資質・能力を育む仕組とは？”“子どもの持つ可

能性”等、本質を考えなおさないといけない

なと感じました。自分の教員生活を振り返っ

てみると、そうした本質や、未来のことについて考え、話し合う場

が無かったなと感じています。今、そうした教育の本質や未来に向

けて考え、話し合い、未来に向けての学びの仕組を創っていくため

に一歩を踏み出していくことが必要なんだと考えます。その仕組み

がコミュニティ・スクールです。 

この映画をみながら、学校・地域・家庭が学校のこと、子どものこと、地域のこと等を対話し

ながら、未来を創る当事者としての意識を持ち、協働して歩みだす大きなきっかけになるのでは

と感じました。8月 4日（金）には“夢みる小学校”感想交流会（仮）としてキックオフミーティ

ング的な対話の会が開かれます。この会は上映会に参加した人だけでな

く、これからの子どもたちの学びに関心をお持ちの方等も参加 OKという

オープンな会になるようです。上映会や、この感想交流会（仮）を含

め、“この指とまれ方式”でネットワークの輪が広がるパワーを実感さ

せていただきました。このパワーが明石のこれからの学びの仕組を創っ

ていく原動力になるんだろうなと思います。 

※会の詳細は決まり次第お知らせさせていただきます。 

（こどもの未来を開く会明石のインスタもご覧ください）     （文責：北本） 
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